2009.12.12　若者の自立を考える保護者向けセミナー
若者の自立を育むヒント-社会へとつなげる-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　三重大学特任教授　宮崎冴子
１.若者（ニート）の３つのタイプ（2005 内閣府）
①求職型　　②非求職型　　③非希望型（通学・有配偶者を除く 2005 内閣府）
２.子ども時代をふり返ってみよう
①アタッチメントの成立、他者への問い合わせ、ものの永続性
②レディネス（準備性）とタイミング（適時性）
③自我の芽生え（第一次反抗期）、母子分離、母性剥奪
④基本的生活習慣、象徴的な遊び（ままごとごっこ等）
⑤ことばの発達、語彙数、概念形成
⑥先行経験と刺激のシャワー
⑦具体的な思考から抽象的な思考へ
⑧ストレス・防衛反応
逃避、抑圧、投射、反動、同一視、代償、合理化、補償、昇華、注意獲得等
⑨思春期と第２次性徴、アイデンティティの確立、価値観
３.自立して、自分らしく生きるためのヒント（2001 宮崎）
　①自分の行動を分析して本当の気持ちを探し、素直な自分を否定せずに認める　
②他人と比較せず、自分の「昨日・今日・明日」を比較する
③「失敗はチャンス」と読み替え、迷ったら原点に戻る　　　
④行き詰まったら時間や距離をおいて、発想転換する
　⑤ふだんから情報収集の習慣をもち、専門家にも聞く
　⑥友だち（ヒューマン・ネットワーク）をつくる
４.若者の「生きる力」チェックシート（2009 宮崎）
＊達成(できる)：3、まあまあ：2、未達成(できない)：1をカッコ内に書こう。
①基本的生活習慣が身についている　　　　　　　　（　　）
②「早寝・早起き・朝ごはん」が習慣になっている　（　　）
③新聞やTVのニュース等を見聞きする習慣がある 　（　　）
④知識・技術を身につける努力をしている　　　　　（　　）
⑤家族や周りの人に挨拶をする　　　　　　　　　　（　　）
⑥家族への手助け、きずなづくりをしている　　　　（　　）
⑦ルールを守る、約束したことを守る　　　　　　　（　　）
⑧若者交流館等で他の人と話す。友だちがいる　　　（　　）
⑨地域で生涯学習やボランティアをしている　　　　（　　）
⑩家族や近隣の職場訪問や就職活動をしている　　　（　　）
【資料】
１.若年無業者（ニート）とは
高校や大学等に通学しておらず、独身であり、ふだん収入になる仕事をしていない15歳以上34歳未満の個人(予備校や専門学校に通学している場合を除く)
２.若年無業者（ニート）の就業上の問題（2003.9 厚生労働省職業能力開発局）
①若年期に修得すべき職業に関する知識・技能が不足
￫当面の就職が困難、将来にわたって本人の能力不足、不安定就労を招来
②若年者の能力不足、不安定就労状況の長期化
￫将来にわたり国全体の技能・技術レベルの向上を阻害。成長力の低下や社会の衰退
￫結婚し、子どもを生み育てる生活基盤の形成を妨げ、少子化のさらなる進行
③若年期に能力蓄積ができたか否かで、経済格差の拡大
￫世代間で繰り返されると子孫を含めた階層化の恐れ、社会不安の増大
３.若年無業者(ニート)の課題と支援のヒント
 (1)自立の遅れと社会からの孤立化
・遅寝遅起き・昼夜逆転の不規則な生活。家族と同居。テレビ・ビデオ、まんが、パソコン・インターネット、ゲーム等で過ごす。
・非求職型・非希望型の3人のうち2人が「夢はない」「わからない」で｢社会にでることに不安｣「人と一緒にいるより一人でいる方が好き」「一人で生きていく自信がない」と続く。
・悩み・心配事は「就職や仕事、自分の性格や生き方、お金のこと、健康や病気」で親に相談。相談者人がいない人も多く家族以外との接触が少なく、孤立化している。　　
・現在の状況になったきっかけは、｢不登校･ひきこもり経験｣「体調不良(精神的･肉体的)｣､「コミュニケーション能力の欠如」が理由の半分である。
◎ヒント１：「早寝・早起き・朝ごはん」と基本的生活習慣
◎ヒント２：「不登校・ひきこもり」から自立へ
◎ヒント３：メンタルヘルス対策
(2)コミュニケーション能力の不足
・「不安、自信がない、他人と関わりたくない」とコミュニケーションにストレスや負担感がある。
・就業経験者の離職理由は3人に2人が｢人間関係がよくない｣という。
・仕事上で困ることは「人間関係をうまくやっていける自信がない｣という。
・「約束に遅れず行く」は、非希望型の4人に1人が｢できない、やったことがない｣｢わからない｣という。
◎ヒント１：年齢相応のしつけ、集団規範、道徳観
◎ヒント２：家庭のきずなづくり
◎ヒント３：地域におけるコミュニケーションづくり
◎ヒント４：居場所づくりシステムの拡充
(3)能力開発が不充分
・求職型は｢同じ会社で一生働きたい｣｢フリーターや派遣社員は長く続けるべきではない｣と正社員への意欲もある。非求職型は｢将来に楽観的なイメージ｣、非希望型は｢暇つぶしに何かをする」という。
・｢仕事をしたいが自分の能力に自信がない」「自分の能力・適性がわからない」という。
・離職理由は「仕事をしたいが能力に自信がない」｢自分の能力・適性がわからない｣という。
・ひきこもりから抜け出しても不安感を抱え、求職段階でつまずきが生じている
・心の健康に関わる問題を抱えている場合も多く、メンタルヘルス対策が必要である。
・意欲･関心、協調性、問題解決能力、表現力、コミュニケーション能力の開発が緊急課題である。
・必要な専門知識や技術の習得において自己分析と能力開発を同時に行う必要がある。
・目指す職種の技術・技能が身につけば働くことの意欲が高まり、求職活動に弾みがつく。
・不安や迷いを解決し、自信を深めるには能力開発と企業情報の提供、相談、検査等を組み合わせた総合的な支援が必要である。
◎ヒント１：家庭や職場、地域でキャリア開発
◎ヒント２：保護者の職場、近隣の職場を訪問
◎ヒント３：ボランティア活動（受け手から担い手へ）
◎ヒント４：他の若者や中高年者等と交流
◎ヒント５：技術・技能習得の支援
(4)支援体制が不充分
・中学校卒業者や高校中退者、要支援家庭向けの就職情報が少なく、採用も少ない
・仕事を選択する余地がない状況の中学校卒業者の就職環境を改善する行政支援が必要である。
・高校中退者に高卒程度認定試験があっても厳しい状況。積極的支援策で就業に繋げる必要がある。
・学歴・年齢による格差のない企業の情報、働きながら生涯学習ができる通信教育、人材登録等の情報を積極的に提供する必要がある。
◎ヒント１：相談窓口の拡充と情報提供
◎ヒント２：地域ぐるみの支援体制・生涯学習の拡充
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